
●子ども医療費助成の拡充
・

●すくすく・サポ－ト（子育て世代包括支援センター）
・

●

件

●産後ケアの推進
・ 産後ケア事業開始（R2.4～）
・ 利用者の自己負担額を減額（R4.4～）

人

●小児救急医療体制の堅持
・ 市医師会等と連携し、365日24時間の救急医療体制を堅持
・ 平成31年1月1日から、市急患医療センターで小児科の元日夜間診療を開始

●子育て環境の整備
・ 子育て相談や交流ができるよう子育て支援の体制を充実

(R4.11末）
か所

・

●相談窓口の充実
・ 「こども・子育て・DVらいん相談＠まつやま」を開設。24時間365日相談受付（R3.11）
・ ハーモニープラザに「こどもの相談室　ふらっと」を開設(R4.4） ※愛称は公募で決定

産後ケア こどもの相談室　ふらっと

8617

児童虐待の対応に特に関わりの深い関係機関が参加する「進行管理会議」を開催し、
連携を強化（R1年度～）

施設数
地域子育て支援センター 子育てひろば 児童館

障がい福祉課、子育て支援課、
子ども総合相談センタ―事務
所、保育・幼稚園課、医事薬事
課、健康づくり推進課、障がい福
祉課

実
績

担
当

令和元年度から南部担当の保健師を１名増員したほか、従事者の研修や情報交換会
を定期的に実施するなど、相談体制を充実

R2年度 R3年度 R4.11末
利用者数 845122

不妊検査・一般不妊治療・生殖補助医療に対し、松山市独自で夫婦1組あたり最大5万円
の助成を開始（R2.4～）　　※令和4年度から保険適用となった診療も助成対象

申請件数

実
績

取
組

1
子育て環境を充実し、子ども
たちの未来を応援する松山を
つくります

1

出産や子育て環境の整備

通院費に対する助成対象年齢を拡大し、中学3年生までの医療費無料化を開始
（R2.1～）

中学生までの医療費の無料化を実現します。また、子育
て世代包括支援センターの充実や産後ケアの推進、小
児救急医療体制の堅持など、安心して出産や子育てが
できる環境を整えます。

取
組 子ども医療費の無料化

担
当

子育て支援課

R2年度 R3年度 R4.11末
259 493 205
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●児童クラブを増設し、受け入れ体制を強化
(5.1現在）
クラブ
人
人

●放課後子ども教室
(6.1現在）
か所
人
か所

●愛媛県や松山大学等と連携して「休日子どもカレッジ」を開始（R1年度～）

人

● 「子ども食堂」への運営支援を開始（R3年度～）

団体
円

休日子どもカレッジ

●待機児童ゼロを達成（R4.4）
（4.1現在）
施設
人
人
人
人

●保育の受け皿拡大
・ 生石保育園に臨時園舎を設置（R3.4）
・ 待機児童の多くを占める1歳児、2歳児を定員以上に受け入れた施設への助成を開始
（H30年度～）

●保育の担い手の確保（保育士の業務負担軽減）
・ 使用済み紙おむつ処分事業を開始（R3.4～）
・ 私立保育所等のICT化費用の補助を開始（R4年度～）

●

5,347

1
子育て環境を充実し、子ども
たちの未来を応援する松山を
つくります

2
児童クラブや遊び場を充実するなど、子どもの居場所づく
りを進めます。国の幼児教育・保育の無償化に適切に対
応しながら、引き続き待機児童の解消を目指します。

取
組 子どもの居場所づくり

担
当

子育て支援課、子ども総合相談
センター事務所、保育・幼稚園
課、地域学習振興課

児童クラブと一体型の教室数

5,399
851

R4年度
クラブ数 108 114 119 121

R1年度 R2年度 R3年度

5,344 5,378
支援員等数

登録児童数 2,086 1,670 1,866 1,816

取
組 待機児童の解消

実
績

23 22

800 834
登録児童数

R4.11末
参加者数（累計） 837

教室数 32 31
R1年度

R3～R4年度

担
当

22

823

保育・幼稚園課

助成団体数（累計） 18
助成金額（累計） 1,748,000

R4年度
30 30

R2年度 R3年度

22

実
績

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度
保育施設 122 121 122 122
保育定員 8,096 8,153 8,358 8,313

入所待ち児童数 339 400 353 290
入所児童数 7,523 7,754 7,795 7,813

「第2期松山市子ども・子育て支援事業計画」を策定（R2.3）し、同計画の中間見直しを実
施(R4年度）

待機児童数 33 42 25 0

2



●

●プログラミング教育
・

・

● 「ふるさと松山学」の推進
・

・

● スクール・サポート・スタッフを増員し、市立の全小中学校に配置（R2年度～）

●国際協力・国際理解
・ フィリピン・ロドリゲス市と福祉技術支援の国際協力活動を実施（R1年度）
・

小学生イングリッシュ・デイ 1人1台端末

●土曜塾
・ 参加要件を拡大し、児童扶養手当一部支給世帯を対象に追加（R3.10～）
・ 平成24年度の開始以降、11年連続で高校への進学率100％を達成（H24～R4年度）

人
％

●地域の高齢者との交流
・

・

100
125

外国語指導助手（ALT）が企画運営する体験型活動「小学生イングリッシュ・デイ」を実施
（R2年度～）

GIGAスクール構想の実現のため、市立小中学校の全児童生徒への「1人1台端末」導
入完了（R3.2）

小学校高学年がSDGsをやさしく理解できる冊子『みんなで始めよう！未来のための
SDGs』を作成(R2.11）

R4年度
132

松山の先人78名の功績をSDGsの視点で再構成したデジタルコンテンツ『SDGsと松山
の先人たち』を作成（R4.10）し、各学校の授業等で活用

実
績

取
組

子どもたちが健全に成長できる
環境づくり

担
当

まちづくり推進課、介護保険課、
生活福祉総務課、子育て支援
課、地域学習振興課、教育支援
センター事務所

愛媛CATVの協力で、松山の先人78名の生き方や功績を紹介する番組を制作、放送
し、YouTubeでも公開（H31年度～）

小学校の理科の教科書に掲載されているプログラミング教材や、プログラミングを行う単
元が多い算数に指導者用デジタル教科書を導入（R2年度～）

1
子育て環境を充実し、子ども
たちの未来を応援する松山を
つくります

3

外国語教育やプログラミング教育の充実、「ふるさと松山
学」の活用など、生きる力を育む教育を進めます。また、
地域の高齢者との交流を促すなど、子どもたちが健全に
成長できる環境をつくります。

取
組 生きる力を育む教育

担
当

観光・国際交流課、学校教育
課、教育研修センター事務所

実
績

H30年度 R1年度 R2年度

100 100 100高校への進学率

「ふれあい・いきいきサロン」で、幼稚園児や小学生との交流（絵本の読み聞かせ、昔の
遊び、工作、花植え、浜辺の清掃など）を実施
松山市小中学校PTA連合会が主催する「キッズジョブまつやま」をはじめ、児童クラブや
公民館、まちづくり協議会などが主催する各種イベントや体験学習を通じた世代間交
流を実施

R3年度

100
参加者数 122 117 102

3


